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特集「町民体育大会」

まちの話題「国民文化祭」

お知らせほか

玉黄金

11月号の主な内容校区の誇りかけて激走！

　〝スポーツの秋〟に各地で運動会などが開

催されました。龍郷町では４大行事のひとつ

「町民体育大会」があり、７校区の代表選手

たちが各種目で爽やかな汗を流しました。

（２～３ページに特集）

　　（第56回龍郷町民体育大会）
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龍
郷
町
４
大
行
事
の
ひ
と
つ
「
第
56
回

龍
郷
町
民
体
育
大
会
」（
町
体
育
協
会
主
催
）

が
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
時
折
雨
が
降
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
７
校
区
19
集
落
の
代
表
が
各
種
目
で

熱
戦
を
展
開
。
大
勝
校
区
が
男
女
の
部
を

制
し
て
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

津
村
照
弥
選
手
（
龍
瀬
）
の
選
手
宣
誓

な
ど
で
開
会
。
30
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、

大
縄
跳
び
で
は
赤
徳
校
区
が
新
記
録
を
打

ち
立
て
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
保
育
園
児

の
ダ
ン
ス
や
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
大
会
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の
応
援
団
も
チ

ヂ
ン
片
手
に
駆
け
つ
け
、
力
強
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

大勝校区が総合優勝！

第 56 回
龍郷町民体育大会

町制施行
40 周年記念～　　　   　　～
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●
総
合
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

優
勝　

大
勝
校
区　

１
９
１
点

　
　

２
位　

赤
徳
校
区　

１
６
９
点

　
　

３
位　

龍
瀬
校
区　

１
４
３
点

●
男
子
の
部

　
　

優
勝　

大
勝
校
区　

１
０
１
点

　
　

２
位　

赤
徳
校
区　
　

81
点

　
　

３
位　

龍
瀬
校
区　
　

69
点

●
女
子
の
部

　
　

優
勝　

大
勝
校
区　
　

43
点

　
　

優
勝　

赤
徳
校
区　
　

43
点

　
　

３
位　

龍
瀬
校
区　
　

31
点

●
集
落
の
部
Ａ
パ
ー
ト

　
　

優
勝　

芦
徳
集
落　
　

55
点

　
　

２
位　

中
勝
集
落　
　

41
点

　
　

３
位　

大
勝
集
落　
　

40
点

●
集
落
の
部
Ｂ
パ
ー
ト

　
　

優
勝　

円
集
落　
　
　

47
点

　
　

２
位　

手
広
集
落　
　

46
点

　
　

３
位　

嘉
渡
集
落　
　

44
点

●
躍
進
賞　

円
校
区　
　

＋
21
点

●
新
記
録

▽
大
縄
跳
び　

赤
徳
校
区
１
１
８
回

※
体
育
功
労
者
と
優
良
競
技
者
の
被

表
彰
者
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載

大
会
結
果
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　龍郷町共同募金委員会は、ワークセンターグラウ
ンドゴルフ場で「赤い羽根共同募金チャリティーグ
ラウンドゴルフ大会」を開催しました。参加者はス
ポーツを通して交流と善意の輪を広げました。
　35 チーム１７４名が出場。団体はダイヤモンド
クィーン（２１９打）、個人は里村善一郎さん（38 打）
がそれぞれ優勝しました。

チャリティー兼ねて
共同募金Gゴルフ

参加者は和気あいあいと楽しみました

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成27年 10月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,971
6,075
2,943
3,132

　-5
   +7
　+6
　+1

▲

　両親が龍郷集落出身で、東京理科大学教授の大
江修造さん（77）が奄美大島観光物産協会の第
１７８代奄美観光大使に任命されました。
　大江さんは東京龍郷会会長などを歴任。功績を
称えて龍郷町が推薦しました。大江さんは「故郷
の魅力をさらに発信したい」などと語りました。
　龍郷町推薦の同大使任命は２人目です。

観光大使に大江さん
龍郷町が推薦

奄美観光大使に任命された大江さん（左）

▲

　豊作を祈願するとともに、年の締めくくりとして
各家庭を踊り清める伝統行事「種おろし」が町内各
地でありました。新築住宅を中心に踊り歩き、各地
で老若男女の声とチヂンの音が響き渡りました。
　浦集落では、町が初めて企画した「移住体験ツ
アー」の参加者３名も参加。黒糖焼酎や島料理に舌
鼓を打ちながら、にぎやかに伝統行事にふれました。

各集落で「種おろし」
浦集落は観光客も参加

浦集落では観光客も参加した「種おろし」

▲
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全
国
各
地
の
文
化
活
動
を
全
国
的
規
模
で
発
表
・
競
演
す
る
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典

「
国
民
文
化
祭
」（
国
文
祭
）
が
平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で

の
16
日
間
、
鹿
児
島
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
龍
郷
町
で
は
「
西
郷
南
洲
翁
の
足

跡
と
大
島
紬
」
が
あ
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

国
民
文
化
祭
混
声
合
唱
団
に
よ
る
歌
劇
で
幕
開
け
。
原
口
泉
・
志
學
館
大
学
教
授
が「
奄

美
の
西
郷
隆
盛
」
を
演
題
に
講
演
し
た
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
西
郷
隆

盛
と
大
島
紬
に
縁
の
あ
る
５
氏
が
登
壇
し
、
見
識
豊
か
に
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
西
郷
松
を
活
用
し
た
西
郷
隆
盛
と
愛
加
那
の
木
彫
の
披
露
、
木

工
制
作
や
機
織
り
体
験
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

ひっとべ！かごしま国文祭
第３０回 国民文化祭 かごしま２０１５
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龍郷町が初代王者！
　第１回大島ブロックシルバースポーツ大会が大和村であり、龍郷町老人クラブ連合会が初
代王者に輝きました。同大会は、昨年度までの北大島地区高齢者スポーツ大会から名称を変
更し、装い新たに再スタート。本町選手団は、７競技中４競技で１位になるなど、シニアパ
ワーを存分に発揮して総合優勝の快挙を果たしました。

大島シルバースポーツ大会

練
習
の
成
果
を
発
揮

「
入
れ
っ
！
」

応
援
席
か
ら
も
熱
い

声
援
が
飛
び
ま
し
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
！

「
メ
デ
ィ
シ
ン
リ
レ
ー
」

慎
重
に
…
「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ラ
ー
」

狙
い
を
定
め
て
…
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※元日から３日までごみ処理場は休みとなります。４日（月）から通常どおりの収集となります。
※ごみは分別を徹底し、収集日以外にごみを出さないようお願いします。
※段ボールや新聞紙などの古紙類は、濡れるとリサイクルできません。透明袋など（指定ごみ袋
以外）に入れて指定された収集場所に出してください。
※家電リサイクル法により、テレビ、洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫、エアコン、パソコ
ンは、ごみとして出すことはできません。家電販売店等に処理を依頼してください。

【特別受入時間】（名瀬クリーンセンター持ち込み）
平成 27 年 12 月 29 日（火）午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分　昼食時間開放あり
平成 27 年 12 月 30 日（水）午前 8 時 30 分～午後 4 時 45 分　昼食時間開放あり
平成 27 年 12 月 31 日（木）午前 8 時 30 分～午後３時　　　　昼食時間開放あり
平成 28 年１月１～３日（金～日） 休み 
平成 28 年１月４日（月）平常業務 ( 午後 4 時 45 分まで )　　　昼食時間開放なし

※年末特別受入で搬入されたごみはすべて粗大ごみ料金となります。
※ 12 月 30 日（水）から１月３日（日）までは、し尿処理場が休みとなります。前もって（曜
日が定められている地区は前の週）し尿の汲取りを依頼してください。12 月 19 日 ( 土 )・
20( 日）・23( 水 ) は、振り替えて受け入れます。

【問い合わせ先】龍郷町役場生活環境課　☎６９－４５２５

年末年始ごみの特別収集日程について
～名瀬クリーンセンター～
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で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
領
さ
れ
た
方

▼
応
募
方
法

　

県
内
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
に
設
置
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
パ

ス
ポ
ー
ト
受
領
時
に
県
内
パ
ス
ポ
ー
ト

窓
口
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
国
際
交
流
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
３
０
３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

鹿
児
島
県
は
11
月
16
日
～
12
月
15
日

の
「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
期

間
中
、
平
日
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
１
日
（
火
）
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所　

名
瀬
保
健
所

▼
受
付　

検
査
希
望
者
は
、
当
日
午
後

５
時
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

（
匿
名
可
、
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

名
瀬
保
健
所

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
５
４
１
１

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

第
67
回
人
権
週
間
（
12
月
４
～
10
日
）

に
あ
わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①

 

　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
に
つ
い
て

　

龍
郷
町

で
も
、
11

月
中
旬
か

ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の

通
知
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」
は
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
重
要
な
書
類
と
な
る
た
め
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
促
進

　

鹿
児
島
県
国
際
交
流
課
は
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
取
得
促
進
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
県
内
の
窓
口

で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
領
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
、抽
選
で
70
名
に
「
鹿
児
島
＝
上
海
」

往
復
航
空
券
な
ど
素
敵
な
賞
品
が
当
た

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

平
成
27
年
11
月
１
日

～
平
成
28
年
２
月
29
日

▼
応
募
対
象
者

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
県
内
の
パ

ス
ポ
ー
ト
窓
口
（
市
町
村
窓
口
を
含
む
）

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
開
設
場
所　

浦
生
活
館

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
７

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う
館

は
、
自
主
文
化
事
業
「
ピ
カ
リ
ン
の
親

子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
つ
な
が
り
あ
そ
び
・
う
た
研
究

所
所
長
の
ピ
カ
リ
ン
こ
と
二
本
松
は
じ

め
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
、
親
子
で
抱
き
あ
っ
た
り
、
見
つ

め
あ
っ
た
り
、
微
笑
み
あ
え
ば
、
思
わ

ず
体
が
笑
っ
ち
ゃ
う
。
そ
ん
な
楽
し
い

ひ
と
時
を
、
ご
家
族
連
れ
で
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

12
月
10
日
（
木
）

午
後
６
時
開
場
、
同
６
時
半
開
演

▼
場
所　

り
ゅ
う
ゆ
う
館
ア
リ
ー
ナ

▼
入
場
料　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ　

り
ゅ
う
ゆ
う
館

☎
０
９
９
７
‐
62
‐
５
５
６
６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
国
民
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に

つ
い
て

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け

て
、
北
朝
鮮
に
多
く
の
日
本
人
が
拉
致

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
17
名
が
政
府
に

よ
っ
て
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
認
定
し
た

被
害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特
定
失

踪
者
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
可
能

性
を
排
除
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
ま

す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
、
市
川
修
一

さ
ん
と
増
元
る
み
子
さ
ん
が
拉
致
被
害

者
と
し
て
認
定
さ
れ
、
現
在
も
家
族
の

方
々
は
速
や
か
な
帰
国
を
求
め
て
日
々
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通
常
約
１
カ
月
を
必
要
と
し
ま
す
。

（
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の
補
正

の
期
間
は
除
く
）

③
注
意
事
項

　

▽
行
為
の
種
類
・
規
模
・
公
園
の
種

類
・
地
種
区
分
の
違
い
に
よ
り
、
手
続

き
等
に
違
い
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
行

為
の
場
所
や
内
容
に
よ
っ
て
は
許
可
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

前
に
大
島
支
庁
総
務
企
画
課
も
し
く
は

市
町
村
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

▽
奄
美
群
島
国
定
公
園
で
は
、
採
取

ま
た
は
損
傷
を
行
う
場
合
に
許
可
が
必

要
な
植
物
と
し
て
環
境
大
臣
が
指
定
し

て
い
る
植
物
が
84
種
（
イ
ソ
マ
ツ
、
ミ

ズ
ガ
ン
ピ
、
ヒ
カ
ゲ
ヘ
ゴ
等
）
あ
り
ま

す
。
国
定
公
園
内
で
植
物
を
採
取
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
植
物
が
指
定
種
に
該

当
し
な
い
か
事
前
に
大
島
支
庁
総
務
企

画
課
も
し
く
は
市
町
村
役
場
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

▽
自
分
の
所
有
地
で
も
、
国
定
公
園

内
で
の
行
為
に
お
い
て
は
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▼
違
反
行
為
に
つ
い
て

　

自
然
公
園
法
の
規
定
に
違
反
し
て
の

行
為
や
無
許
可
で
の
行
為
等
に
つ
い
て

活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
問
題
に
対

す
る
意
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

国
定
公
園
内
で
の
行
為

　

奄
美
群
島
地
域
は
「
国
定
公
園
」
を

有
し
て
い
ま
す
。
国
定
公
園
内
で
は
、

優
れ
た
風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
、
自

然
公
園
法
に
基
づ
き
、
各
種
開
発
行
為

が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
定
公
園
内

に
お
い
て
次
の
よ
う
な
開
発
行
為
等
を

行
う
場
合
は
、
事
前
に
県
知
事
へ
の
許

可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
の
必
要
な
行
為
（
一
例
）

　

▽
工
作
物
（
建
築
物
を
含
む
）
の
新

築
・
改
築
・
増
築
▽
木
竹
の
伐
採
▽
広

告
物
の
掲
出
（
案
内
板
等
を
含
む
）
▽

開
墾
・
土
地
の
形
状
変
更
▽
鉱
物
や
土

石
の
採
取
▽
屋
根
・
壁
面
の
色
彩
の
変

更
▽
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
植
物
の
採

取
ま
た
は
損
傷
な
ど

▼
許
可
申
請
・
届
出
の
手
続
き

　

①
申
請
・
届
出
の
様
式

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

②
標
準
的
な
処
理
期
間　

は
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
支
庁
総
務
企
画
課
商
工
観
光
係

☎
０
９
９
７
‐
57
‐
７
２
１
５

　

行
為
地
の
市
町
村
役
場　

▼
許
可
申
請
書
の
提
出
先

　
　

行
為
地
の
市
町
村
役
場

▼
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
方
法
）

　

鹿
児
島
県
庁
→
く
ら
し
・
環
境
→
環

境
保
全
・
自
然
保
護
→
自
然
公
園
→
行

為
許
可
申
請
書
・
届
出
書
様
式

不
法
投
棄

・
焼
却
は
犯
罪

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ

ミ
の
不
法
焼
却
も
犯
罪
で
す
。

▼
不
法
投
棄
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
）
何
人
も
み

だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

▼
不
法
焼
却
（
同
条
の
２
）
何
人
も
次

に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
廃

棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

①
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
、
特
別
管
理

一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
、
産
業
廃
棄
物

処
理
基
準
ま
た
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
処
理
基
準
に
従
っ
て
行
う
廃
棄
物
の

焼
却

②
他
の
法
令
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
処

分
に
よ
り
行
う
廃
棄
物
の
焼
却

③
公
益
上
も
し
く
は
社
会
の
慣
習
上
や

む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
ま
た
は
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が

軽
微
で
あ
る
廃
棄
物
の
焼
却
と
し
て
制

令
で
定
め
る
も
の

※
罰
則　

❶
一
般
家
庭
の
ゴ
ミ
を
投
棄

ま
た
は
焼
却
し
た
場
合
⇓
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
併
科　

❷
法
人
の
代
表
者
や
従

業
員
等
が
そ
の
業
務
に
関
し
ゴ
ミ
を
投

棄
ま
た
は
焼
却
し
た
場
合
⇓
３
億
円
以

下
の
罰
金

　

例
⑴
自
宅
に
溜
ま
っ
て
い
た
新
聞
紙

や
雑
誌
な
ど
を
自
宅
の
庭
で
焼
却
処
分

し
た
【
不
法
焼
却
】
❶
の
罰
則

　

例
⑵
家
を
解
体
す
る
仕
事
で
出
た
廃

材
を
会
社
の
所
有
す
る
土
地
に
埋
め
て

捨
て
た
【
不
法
投
棄
】
捨
て
た
本
人
は

❶
、
会
社
は
❷
の
罰
則

　

美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
・ 

不
法
焼
却
は
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
！　
　
　

奄
美
警
察
署

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

ど
ん
な
人
の
ど
ん
な
悩
み
に
も
よ
り

そ
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探
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お

知

ら

せ

案

内

板

②

 

　

　

・
（故）

太
利
豊
光
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

▼
優
秀
競
技
者
（
敬
称
略
）

・
琉
子
絹
江
（
26
年
度
郡
体
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
競
技
個
人
戦
女
子
の
部
優
勝
）

・
森
山
和
也
（
27
年
度
郡
体
水
泳
競
技
50

㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
優
勝
＝
新
記
録
＝
ほ
か
）

・
福
山
修
一
（
26
～
27
年
度
郡
体
卓
球
競

技
一
般
男
子
個
人
の
部
２
年
連
続
優
勝
）

・
福
田
眞
音
（
27
年
度
奄
美
大
島
中
総

体
陸
上
競
技
共
通
男
子
１
１
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
優
勝
）

・
重
原
美
紗
希
（
27
年
度
奄
美
大
島
中
総

体
陸
上
競
技
共
通
女
子
砲
丸
投
げ
優
勝
）

12
月
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
３
日
（
木
）
午
後
１
～
４
時
半

▼
10
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
11
時
半

▼
17
日
（
木
）
午
前
11
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時
半

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

し
ま
す
。
電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

（
24
時
間
通
話
料
無
料
）

※
携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
公
衆
電
話

か
ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
相

談
し
た
い
こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

気
持
ち
や
悩
み
を
聞
い
て
欲
し
い
方

②
外
国
語
に
よ
る
相
談

③
性
暴
力
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
な
ど
女
性
の
相
談

④
性
別
や
同
性
愛
に
関
わ
る
相
談

⑤
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
思
い
悩
ん
で
い

る
方

⑧
被
災
者
の
方
で
困
っ
て
い
る
方

町
民
体
育
大
会
表
彰

▼
体
育
功
労
者
（
敬
称
略
）

・
碇
山
治
久
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

・
北
原
建
時
（
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

・
平
義
隆
（
町
陸
上
協
会
会
長
）

・
緑
秀
子
（
町
水
泳
協
会
）

・
窪
島
將
公
（
町
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
理
事
長
）
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  3（木） 1 歳 6 カ月児健診 13：00 ～
どぅくさぁや館

  4（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
  8（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木集落
10（木） 乳児健診 12：30 ～

どぅくさぁや館
11（金）

 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

15（火） お腹スッキリ運動教室 19：30 ～

18（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

20（日） 第 45 回龍郷町ロードレース大会
・町制施行 40 周年龍郷マラソン大会　   8：00 ～ 奄美信用組合竜郷支店前

22（火）じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木集落
25（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

※
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

・
圓
野
サ
チ
エ
さ
ん
（
故
圓
野
和
寛
さ
ん
）

社
協
、
愛
寿
園

・
平
島
敏
博
さ
ん
（
故
平
島
タ
ニ
さ
ん
）

瀬
留
集
落
、
社
協
、
愛
寿
園

・
久
保
大
成
さ
ん
（
故
久
保
多
喜
子
さ
ん
）

中
戸
口
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
協

・
前
島
隆
照
さ
ん
（
故
村
田
オ
シ
ギ
さ
ん
）

手
広
集
落
、手
広
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、社
協

・
中
江
均
さ
ん
（
故
中
江
幸
さ
ん
）

龍
郷
集
落
、
龍
郷
老
人
ク
ラ
ブ

龍
郷
婦
人
会
、
社
協

・
太
利
初
代
さ
ん
（
故
太
利
豊
光
さ
ん
）

中
戸
口
集
落
、
社
協

龍
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
瀧
武
彦
さ
ん
（
故
瀧
キ
ヌ
エ
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
協

・
再
田
清
美
さ
ん
（
故
瀧
ウ
イ
コ
さ
ん
）

浦
集
落

・
岩
田
弘
一
さ
ん
（
故
岩
田
末
彦
さ
ん
）

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

12
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

場所：各集落公民館など　時間：午前９時半 , 午後２時

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
10
月
届
出
】

大
野　

捷
す
ぐ
る

  

林 　

晏あお
い生

  

西 

　
い
ろ
は

　
（
敬
称
略
）

川
内

玉
里

秋
名

保
護
者
名

巧和
樹

将
門

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
10
月
届
出
】

井
ノ
上　

義

   

瀧 

　
キ
ヌ
エ

太
利
　
豊
光

弘
瀨
　
公
仁

千
田
　
秀
勝

   

武
　 

政
子

久
保
　
多
喜
子

田
畑
　
昭
枝

圓
野
　
和
寛

平
島
　
タ
ニ

村
田
　
オ
シ
ギ

大
野　

ル
リ
コ

島
本
　
ス
ナ
子

  
且     
ト
ヨ
ミ

中
江
　
幸

（
83
）

（
85
）

（
77
）

（
59
）

（
80
）

（
72
）

（
77
）

（
72
）

（
73
）

（
98
）

（
102
）

（
73
）

（
101
）

（
93
）

（
102
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

幾
里

赤
尾
木

上
戸
口

赤
尾
木（
星
の
園
）

浦浦
（
愛
寿
園
）

中
戸
口

赤
尾
木（
星
の
園
）

円嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

手
広

中
勝

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

手
広

龍
郷

香 

典 

返 

し 

お 

礼

12
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は

放
送
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

11
N

ovem
ber
2015

ひらた　  ここむ   　　　　 

Ｈ 26.11.13　生

父 大輔 / 母 みさき  龍郷

平田  心結 ちゃん

なが 　ゆずか　　　　　

Ｈ 26.11.20　生

父 洋志 / 母 美保乃  大勝

永  柚華 ちゃん

  たばた     えいと 　　　　

Ｈ 26.11.12　生

父 勇貴 / 母 瑞希  中戸口

田畑  詠人 くん

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

①新島栄勝
（大勝出身）

【会長】

　

総
会
・
懇
親
会
に
は
、
龍
郷
町
長
や
議

会
議
長
ら
の
ご
臨
席
と
、
東
京
奄
美
会
の

幹
部
や
各
郷
友
会
会
長
ら
を
招
待
し
、
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
龍
郷
町
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式

典
に
は
、
大
勢
の
会
員
が
出
席
す
る
等
、

故
郷
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

東
京
龍
郷
会
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
龍
郷
町
と
の
連
携
・
情
報

交
換
を
密
に
し
、
当
会
の
一
層
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、龍
郷
町
の
発
展
の
た
め
、

微
力
な
が
ら
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

執
筆
：
碇
山
隆
宏

東
京
龍
郷
会

　

東
京
龍
郷
会
は
、
東
京
近
辺
に
居
住
す

る
龍
郷
町
出
身
者
や
そ
の
縁
故
者
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
34
年
６
月
、
泉
二

新
熊
博
士
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
龍
郷
町

出
身
の
青
年
ら
が
立
ち
あ
げ
た
と
言
わ
れ

て
お
り
、
創
立
１
１
４
年
に
な
り
ま
す
。

　

会
の
目
的
は
、
会
員
の
親
睦
と
故
郷
龍

郷
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
会

員
数
は
約
５
０
０
名
で
、
会
長
は
新
島
栄

勝
で
す
。

主
な
活
動

　

会
員
の
親

睦
を
は
か
る

た
め
に
新
年

会
と
秋
の
総

会
・
懇
親
会

を
開
催
し
、

敬
老
の
祝
い

を
し
て
い
ま

す
。


